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所長再任にあたって
星 合 孝 男
平成4年 玉2月1日,国立極地研究所長 を拝命 した.更
に2年 間,仕事を続けさせていただくことになる.過 去
4年間T非 力な私が何とかこの職を続けて来れたのはひ
とえに所内外の多くの方々の,ご指導とこ助 這の賜物で
あり,厚:く御礼申し.ヒげる.このところ,世 界の変化は
急であり,しかも,その行 き先は不透明,ま ことに舵取
りのむつかしい時代になったものとの感が深い,そ の中
での所長職の継続は私にとって重きに過ぎるものではあ
るが,お 引受けした以.ヒ私なりに努力する所存である.
道を過たないために,所 内はもちろん,所 外の方々にも,
引き続いてのご指導ご助力を賜わるよう,改めてお願い
申しあげる.
最近,北 極研究の有 り様に大きな変化があった.北極
研究科学委員会(IASC)の発足に象徴されるような,
北極地域での研究活動の自由化である.我 が国はこの委
ll会に,日本学術会議を窓口として対応している.南極
地域観測の場合 と違って,北極研究には,様 々な研究機
関や個人が,そ れぞれ独自の形態で参加してきた経緯が
ある,し たがって,各 機関,個 人とも,新 しい国際環境
が形成 されつつあることを考慮に入れながら,過去の経
験 をふまえて,研究活動 を継続するというのが,最 も現
実的な姿であろう.
当研究所では.す でに,ア イスランド,ノールウェイ
等北欧諸国と共同 して,オ ーロラの南北共役性に関する
研究を,また,ア メリカ合衆国,カ ナダとは海氷域にお
ける生物生産の研究を行ってきた,こ れに加えて,平 成
2年度設置の北極圏環境研究センターが中心とな り,
ノールウェイ極地研究所の協力を得て.現在,ス バール
バルにおける,氷河,海 氷,海 洋の研究が開始 されたと
ころである.同 センターは独 自の研究を行 うとともに,
ノールウェイ極地研究所から借用しているスバールバル
の研究室を拠点とした共1司研究の推進にも意欲的である.
多くの方々が,共 同研究の"∫能性を求めて,セ ンターの
扉を叩いて下 さることを希望する.
我が国の北極域における研究活動に関する情報の収集
と,外国への広報もセ ンターの役割 りと考えている.こ
の場を借 りて情報のご提供をお願い申しあげる.
北極の場合 と異なり,南極地域の研究体制は,南 極研
究科・学委員会(SCAR),南極条約の枠組みの中にあ')
て変 りはない.南 極条約発効後30年が経 ち,平 成3年
(1991年)条約の見直 しが可能 となった.条 約そのもの
の改変は行われなかったが,南 極環境保護議定書がその
4附属書とともに採択された.研究活動その他の人間活
動に伴う自然環境への悪影響を,出 来得る限り少な くす
るという目的に対 し,私達も努力 しているところである.
自然環境の研究が地球規模という視点からなされてい
る今,極 地での研究結果 も,他の地域での結果と比較可
能な精度を持つことが要求 される.そ の中にあって,国
際的な評価に値する成果を上げるためには,人 的資源量,
経済力,そ して輸送能力の飛躍的向.ヒが必要である.南
極観測隊員の5-3分 の1が極地研究所の専任職員であ
ることが望 ましく,そのためには研究所職員は現在の3
倍に.予算は50億.というのが故永田武先生の折に触れ
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てのこ発言であった.問題は,い かにしてこの目標を達
成するかである.
ドイツの観測船ポーラーシュテルンの,南北両極海で
の活動振 りは広 く知 られている.最 近,オ ース トラリア
はオーロラオーストラリスを,イ ギリスはジェイムズ ・
ロスを,そ してアメリカ合衆国はナサニエル ・パーマー
を航行させた,ロ スは北極海でも行動する計画と聞いて
いる.こ れらの船は輸送能力を持つ と同時に,研 究船 と
しても優れた性能,装 備を具えている.ま た.各 国とも
複数船による複数回の南極往訪が常態であり,オペレー
ション全体が弾力性を持っている.な る程,ド イツ,イ
ギリスの主な研究活動の場は,ウ ェッデル海から南極半
島周辺であり,南米 との往復が容易である.オース トラ
リアの場合には,母 国が南極大陸に近いという利点に恵
まれている.昭和基地は地理的にも遠い上,海 氷条件の
厳 しい位置にあり,「しらせ」をもって しても,接近は
容易でない.こ の点では,ま ことに不利と言わねばなら
ない.複 数回の航海は,輸送量の増加による基地での活
動の強化,船 上での観測,研 究の充実をもたらす.さ ら
には,南 極での研究に魅力を感 じてはいるが,時 間がか
か り過ぎると,観測隊への参加を逡巡 している研究者,
大学院学生の参加をより容易にすることになる.極 地研
究の裾野を広げるだけでなく,地球環境の研究を通して
国際貢献にも資することになろう.在任中に,実現へ向
けての端緒なりともつかみたいと考えている.
(筆者:国 立極地研究所長)
第12回 南極地学シンポジウム
渋 谷 和 雄
標記のシンポジウムが1992年10月13日一14日の2日 間
にわたって国立極地研究所6階 講堂において開催された.
7つのセ ッション(地球化学,南 極大陸とゴンドワナ,
氷霧,海 洋科学,固 体地球科学,地 質と岩石,地 形)に
おいて合計33編の口頭発表がなされ,実参加人員は約80
名であった.
昨年9月,第6回 国際南極地学シンポジウムが 日本で
開催され.そ の残務整理が終わったばかりと思われる時
期での開催だったので,ど の程度参加者があるか実はあ
やぶんだのであるが,特別の呼びかけなしでも例年なみ
の発表があったことは本シンポジウムも12回を数えて定
着 した証しと言えよう.
地形 ・地質 ・固体地球物理各分野の発表はトピックス
的な目新しさはないが最近の観測 ・調査を背景に確実な
成果を積み上げる内容が紹介された.地 形分野では10Be
年代からセールロンダーネ山地が氷床から解放された年
代(最 も古い所で400万年前,最 も若い所で3.6万年前)
を推定したり(森脇 ・西泉),氷床後退 と氷食作用の考
察から隆起量を推定する(岩 田)な ど,氷床変動と関連
した議論が重視されていることが うかがえる.地 質分野
では東クイーンモードランド,エ ンダービーランドの地
殻進化を精密な年代測定値と岩石生成の温度 ・圧力 ・履
歴条件をもとにして議論を進めるという一貫 した姿勢が
素人眼にも理解される.固体地球分野では第33次夏隊に
より実施された昭和基地における重力絶対測定結果(藤
原 ら)が,南 極のIAGBN　A点 としては初めて(南 半
球では6番 目)測定値を与えたものとして注目される.
船上地磁気三成分測定 も軌道にのり,海洋底磁化構造の
解析結果を着実に出し始めている(野 木ら〉.
個人的には角田 ・綿抜による 「南極氷床の融解による
海面上昇:極前線の移動による見積」が面白かった.近
年地球環境監視衛星の発達でSARや レーダー高度計
データにより南極氷床の質量収支を見積もろうとする試
みが進展してきているがまだ精度のある議論にはなって
いない.筆 者 らの用いているJAREのデータの質その
ものには若干問題があるようだが,極 前線位置の変動か
ら地球化学的に南極氷の過剰流出量を見積もる手法それ
自身は,衛星観測とは独立のデータを提供するものであ
り,堅実な海洋観測により今後も進展が期待できること
がわかる.
シンポジウムの形態は学会形式であるが特別の興味が
ない限り他分野の発表を熱を入れて聞くという感じには
なっていない.お互いに切実さがない限 りこのような気
運はかけ声をかけただけでは生 まれないものだが,発表
件数からすると時間的余裕はまだあるので,参 加者を広
くカバーするようなテーマによる小さな討論会(1時 間
以内)を設定すると,熱気を醸 し出す うえで有効かもし
れない.
(筆者:国 立極地研究所研究系助教授)
ソダンキラ地球物理観測所の北極観測活動
ヒルカ ランタ
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1913年に 設 立 され た,フ ィ ン ラ ン ド科学 ア カ デ ミー ・
ソ ダ ンキ ラ地球 物 理 観 測所 は,職 員 数30名の,北 極 域 や
その 周 辺 に お け る 地 球 物理 観 測 の実 施 と科 学研 究 を 主な
目的 とす る観 測所 で,定 常 的 に は,地 磁気,電 離 層,宇
宙 電 波 雑 音,地 震,オ ー ロ ラ光 の5つ の項 目の観 測 を行
っ て い ます.
観 測 所 の あ る ソ ダ ンキ ラ村 は,北 極 圏 の 北緯67.3度,
東 経26.4度に位 置 す る,人 口 約5000人(ソダ ンキ ラ 郡の
人 口 は11000人)の村 で,観 測 所 は,そ こ か ら7km程
南 の キ チ ネ ン川 の ほ と りに建 て られ て い ます.同 じ敷地
内 に,フ ィン ラ ン ド気 象研 究 所 の 測候 所 と オ ゾ ン観 測装
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置 とが 設 け られ て お り,気 象 研 究 所 は,南 極 で オ ゾ ン観
測 も行 って い ます.
観 測 所 が 常 に行 っ て い る観 測 につ い て,地 磁 気 の 観 測
は,設 立 当初 の1913年に 開始 され,そ の観 測 結 果 は毎 年
出 版 物 に し て 刊 行 し て い ま す.電 離 層 観 測(1-
16MHz)は,　IGY　(国際 地 球 観 測 年)の1957年 に 開 始
され,そ れ 以来,臨 界 周 波 数,E層,F層 高 度 と い っ た
観 測 結 果 を 月 報 と して 発 行 して い ま す,宇 宙 電 波 雑 音
(リオ メ ー タ)の 観 測 は,1964年に ソ ダ ンキ ラで 開始 さ
れ た 後,67年 に は ケ ボ,ヌ ル ミヤ ル ビの2つ の地 点 に お
い て も観 測 が 始 め られ ま した.1971年に な る と.北 欧 で
の リオ メ ー タ ネ ッ トワ ー ク観 測 が 展 開 され る よ うに な り,
現 在 で は,ア イ ス ラ ン ド.ス ピ ッツ ベ ル ゲ ン,ノ ル ウ
ェ ー,ス エ ー デ ン,フ ィ ン ラ ン ドで観 測 が 行 われ て い ま
す.リ オメ ー タ は27.6MHzから51.4MHzの間の 周 波 数
で 観 測 を して お り,電 離層 吸 収 量 の毎 時 の 最 初 の 一 分 値,
一 時 間毎 の 最 大値 とデ ジ タル記 録 とを1971年よ り月 報 に
載 せ て い ます.ま た,ド イ ツの マ ッ クス プ ラ ン ク超 高 層
大 気研 究所 とデ ンマ ー ク気 象研 究 所 を主 とす る国 際 共 同
プ ロ ジ ェ ク トで あ る,16行16列に並 ん だ256本の ペ ン シ
ル ビー ムア ンテ ナ に よ る電 離層 吸 収画 像 観 測 器(イ メ ー
ジ ン グ リオ メー タ)を ス カ ンジ ナ ビア 半 島 に設 置 す る計
画 に も,主 要 な メ ンバ ー と して 参 加 して い ます.地 震 観
測 が 開 始 され た の は1957年で す.オ ー ロ ラ 光学 観 測 は,
1913年に 目視 観 測 と して 始 め られ,そ の後,全 天 カ メ ラ
に よ る観 測 と な り,現 在 で は掃 天 フ ォ トメ ー タ観 測 も併
せ て行 って い ます.ソ ダ ン キ ラ は,イ ギ リス,ド イ ツ,
フ ラ ン ス,ノ ル ウ ェ ー,ス ウ ェ ーデ ン,フ ィ ン ラ ン ドの
ヨ ー ロ ッパ の6か 国 で 運営 さ れ て い るEISCAT　(ヨー
ロ ッパ 非 干 渉 性 散 乱 レ ー ダ ー)の 受 信 局 の ひ とつ と な っ
て い ま す,観 測 は1981年に始 め ら れ ま した.こ の レー
ダーは現在,年 間に2000時間稼動 してお り,半分の1000
時間は全参加国の共通観測のために用い られ,残 りの
1000時間は参加国それぞれの特別参加のために分配され
ています.1992年にはさらに,非 干渉性散乱レーダーを
スピッツベルゲンに建設するESR　(EISCATスバール
バルレーダー)計 画が認められました.観 測所はEIS-
CAT観測を支援するために.北 欧3か 国の7地 点に設
置された磁力計観測点網の維持という役割を担っていま
す.
また観測所では,人工衛星観測 も行っています.1970
年代末にはISIS-　2衛星の受信が行われ,現 在新たに,
人工衛星受信設備を設置することが計画されています.
観測所では,1980年代末より,ロケ ット搭載観測器の製
作を手がけるようにな り,1987年12月17日.最初の搭載
用磁力計が.ロ ケ ットで発射されました.そ して,現在
では,数 種のロケ ット搭載観測器の製作が行われつつあ
ります.
フィンランドでは,オ ーロラ全天カメラ観測点網はフ
ィンランド気象研究所の,地 磁気脈動観測網はオウル大
学の担当ということになっているのですが,ソ ダンキラ
観測所は,こ れらの観測魚網を維持 してゆくことに,職
員が協力をしています.
電離層内の化学過程について,観測所は現在,ソ ダン
キラ ・イオン化学モデル(SICモデル)を 開発 していま
すが,こ れは電離層D層,E層 内の電子とイオンの密度
を求める一次元定常モデルであり,電離源として降下電
子,降 下プロ トン,5-134nm帯の太陽放射,銀 河宇
宙線を考慮 して作 られています.こ のモデルは24種の正
イオンと11種の負イオンを考慮 しており,リオメータ観
測やEISCATレー ダ観測の結果を解釈するのに用いら
れています.観 測所の研究活動は,地磁気,降 下粒子.
オーロラ現象,極冠域吸収,ア エロノミー,観 測技術,
理論などの分野にわたっており,その成果は 「ソダンキ
ラ ・レポー ト」として刊行されてい ますが,そ の他に,
国際学術雑誌に投稿されているもの もあります.観 測所
では,以 前は,電子計算機はノルド10及び100を使用 し
ていましたが,現在はマ ッキントッシュに移行 しつつあ
ります.
フィンランド国内での地球物理観測 を円滑に行うため
に,観 測所では毎年,オ ウル大学やフィンランド気象研
究所から,約20名の研究者を招いて会議を行っています.
観測所には,整備された図書室や来訪研究者のためのア
パー ト(台所,居 間,3つ の寝室付 き)もあ り,観測,
研究活動を支えています.
Hilkka　R nta　(国立極地研究所外国人研究員,
ソダンキラ地球物理観測所研究員〉
(訳者:山 岸久雄)
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第34次南極地域観測隊出発
第34次南極地域観測隊(佐 藤夏雄隊長ら55名,中国の
交換科学者1名 「司行)を 乗せた観測船 「しらせ」は,11
月MH正'1,.家族はじめ関係者多数の見送 りを受け,東
京港晴海埠頭から南極へ向け出発した.
第34次隊は,寄港地のフリーマントルでオース トラリ
ア交換科学者と合流,12月20日頃リュッオ ・ホルム湾に
到着 し,海洋生物観測を行った後昭和基地へ向かい,管
理棟内装.1:事をはじめとする夏期建設作業及び絶対重力
測定,海 氷園生物調査,リ ュツオ ・ホルム湾沿岸露岩域
での地質精査の夏期観測活動を行 う.
越冬観測では,領 空系の 「極域擾乱と磁気圏構造の総
合観測」,地学系の 「クイーンモー ドラン ド及びエ ン
ダービーランドの地殻形成過程の研究調査」,気水圏系
の 「氷 床 ドー ム 深 層 掘 削 観 測 」,生 物 ・医 学 系 の 「海 氷
圏生 物 の 総 合 研 究 」 な ど を行 う.
設 営 面 で は,第32・33次 隊 員 に よ って 建 設 され た,管
理棟 の 内 装工 事 が 計 画 され て お り,34次隊 か ら運 用 が 開
始 され るF定 で あ る.管 理 棟 には 隊 長 室 ・食 堂 ・【矢療 ・
厚 生 設備 等 が あ り,生 活 面 で の 向 上 が 期 待 され る.
ま た,第33次 隊 と第34次隊 の 交 代 は2月 上 旬 を[1途に
行 う,な お,中 国 交換 科 学 者 は越 冬 を予 定 して お り,L]
本 の 南 極観 測 隊 で は,初 め て の 外 国 人 の 越 冬 とな る.
そ の 後,「 し らせ 」 は ケ ー シー ・ア ム ン ゼ ン 湾 で 地
学 ・海 洋生 物 等 のue}‖IJを実 施,海 洋 観 測 を行 い つつ 帰 途
につ き,3月 .止句 に シ ドニ ー に 寄}巷,4Jl13日東京 に拓}
港 す る予 定 で あ る.
な お,第33次 越冬 隊 員 及 び 第34次夏 隊 員 は,3月28日
シ ドニ ー か ら空 路 帰 国 す る.
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第35次観測隊長 ・副隊長決まる
第101回南極地域観測統合推進本部総会が11月13日に
開催 され,第35次観測隊長及び副隊長が次のとおり決定
した.
○隊長(兼 夏隊長)
禽 渡邊 興亜昭和14年5月11日生国立極地研究所研究系教授
t　'y
?
?
i:i
専門分野:雪 氷学
南極歴:【南極地域観測隊】
第11次越冬隊
第25次越冬隊
第29次越冬隊(観 測隊長兼
越冬隊長)
○副隊長(兼 越冬隊長)
横山 宏大郎
昭和22年5月21日生
農林水産省北陸農業試験場
地域基盤研究部主任研究官
専門分野:雪 氷学
南極歴:【南極地域観測隊】
第14次越冬隊
■来訪者く
平 成4年9月1日 ～9月7日 　 Dr.　MATHAVAN,　V.
(スリ ラ ンカ 国 立 ペ ラデ ニ ア 大学 上 級 講 師)
9月2日 　 Dr.　RADHAKRISHNA,　T.　(イン ド地 球 科
学 研 究 所 研 究 員)
9月5日 一9月10日 　 Prof.　RAO,　A.　T.　(アン ダ ラ大 学
教 授)
9月7日 　 Mr,　NORR[S,　B.　(カン タ ベ リー 博 物 館 研 究
員)
9月9日 陳 迂 愚 　(Dr.　CHEN,　Tlngyu)
(中国 地 質科 学 院 地 質研 究 所 ・副 所 長)
9月9日 一9月12日 　 Prof.　LANGE,　M.　A,　(ラッ プ ラ
ン ド大 学教 授)
9月12日 一9月23日 　 Prof.　BERING,　HL,　E.　A,　(ヒ
ュー ス トン大 学 教 授)
9月13日 ～9月18日 　 Dr.　TRIVETT,　N.　(カナ ダ 大 気
環 境 研 究所 研 究 員)
Dr.　SALMON,　J.　(同研 究 員)
9月17日 ～9月19日 　 Dr.　ACHARYYA,　S.　K.　(イン ド
地 質調 査所 副 所 長)
9月22日 ～9月26日 　 Prof.　BENSON,　C.　S.　(アラ ス カ
大 学 地 球 物 理 研 究 所 名 誉教 授)
9月28日　 Prof.　FALTHAMMAR,　C.-G.　(スウ ェ ー デ
ン王 立科 学技 術 研 究 所 教 授)
9月30日 ～10月2日 　 Dr.　SALVIGSEN,　0.　(ノル ウ
ェ ー 極地 研 究 所 研 究 員)
1G月3日 一10月5日 　 Dr.　JAYATILEKE,　S.　(セイ ロ
ン科 学技 術研 究 所 研 究 員)
10月14H　Dr.　LANSMAN,　M.(フ ラ ン ス 国 立 地理 研 究
所 測 地部 長)
10月19日～10月22日　 Dr.　AHN,　Byng・ho　(キュン ボ ク
国 立 大学 準 教 授)
11月1H-11月6日 　 Mr.　ALLEN,　J.　H.　(米国 大 気 海
洋 局/米 国 地 球 物 理学 デ ー タセ ン ター ・STP世 界
資 料 セ ン ター所 長>
ll月6日　 Ms.　STOCKTON,　E.　(米国 国 務 省 情 報 調 査
局 地 図 課 地 図 専 門 官)
Mr.　JOHNSON,　M.　(同地 図 専 門't'{)
観測隊だより
10月は天候に恵まれ,日.・日と日照時間が長 くな りそ
れにつれて気温も徐々に高 くなって きた.オ ゾン全量値
は先月に引き続き低い値 を示 し.最低値の記録を更新 し
た.そのせいか,ち ょっとした外作業でも注意をしてい
ないと,す ぐ日焼けにやられてしまうようだ.
先月出発 した内陸 ドーム旅行隊は28日ドーム域に到着
し.ボーリングの候補地選定作業を開始 した.ま た,20
日に基地を出発 したやまと山脈旅行隊も順調に経過 し,
30日にやまと山脈の拠点に到着した.一 方,基 地周辺で
は海氷及び沿岸での生物調査が本格的に開始された.10
日にウェッデルアザラシの新生仔を初視認 した他24日に
は基地近傍のペ ンギンル ッカリーでアデリーペ ンギ ンを
視認 した.ま た,ト ウゾクカモメの姿も戻ってきており,
春の訪れとともに昭和基地も急ににぎゃかになって きた.
11月に入っても良い天候が続き,夏期作業の第一段階
である除雪が,機械力 ・人力を総動員して開始 された,
例年と違い,33次隊でほぼ完成 した管理棟の影響による
ドリフ ト(吹き溜り)が大きく発達 し,除雪に手間取っ
ているが,来 月の34次隊受け入れに向けて急 ピッチで進
んでいる.な お,28日には約9か 月ぶりに気温がプラス
となった.
観測活動では,予 定していた沿岸の生物 ・宙空の調査
旅行をすべて完了した.一・方内陸では先月基地を出発 し
た,や まと山脈旅行隊が地質調査を完了 して29日全員無
事Sl6に帰投した.ま た ドーム旅行隊は ドーム域でのア
イスレーダーによる選定作業を完了 し.観測を続けなが
ら帰途についている.
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南 極 月 別 気 象 資 料(Month]y　C]imatic　Data　for　Japanese　Antarctic　Stations)
昭和 基 地
(Syowa:89532)
平 均 気 温(Meantemp.)　 (℃)
最 高 気 温(Max.temp.)(℃)
最 低 気 温(Min.temp.)(℃)
平 均 気 圧 ・海 面(Mean　 pressure,　sea　level)　(hPa)
平 均 蒸 気 圧(Meanvapourpressure)　(hPa)
平 均 相 対 湿 度(Meanrelativehumldity)　(%)
平 均 風 速(Meanwind　 speed)　(m/s)
最 大 風 速 ・10分間 平 均(Max.　wind　speed,
　 　 　 　 　 　 　 　 　 10.min.mean)　(m/s)
瞬 間 最 大 風 速(Gust)　 (m/s)
平 均 雲 量(Meancleudcover)　(1/IO)
快 晴 日 数(Number　 of　clear　days)
11月(Nov.)
一6 ,4
2,2
-16 ,5
979.4
2.9
73
7.0
34.5(20,ENE)
43.6(20.NE)
7.7
2
12月(Dec.)
一2
,2
4.4
-10.1
987.3
4,7
69
5.0
20.1(17,NE)
25.3(17.NE)
6.9
4
【極地豆事典 】
グリーンランド氷床コアに記録 された
大気環境変化
グリー ンランド氷床の南部で1989年に掘削 して得た
205m雪氷コアは,過 去450年の大気環境変化 を明瞭に
記録 していた.酸 素同位体組成の季節変化,主 要な火
山シグナル,1960年代の水爆実験 を示す トリチウム濃
度プロファイルなどに基づいてコアの年代を決め,コ
ア融解サ ンプルの化学主成分,固 体微粒.∫一濃度,酸 素
同位体組成,pH,電気伝導度などの分析や,気 泡中の
メタン濃度の分析は,過 去の気候や環境の変化の詳細
を明らかにした.酸素同位体組成は,18iH:紀末から19
世紀始めにかけての温
[10-99/9]暖期,19世紀中頃の寒
400冷期 とそれ以降の温暖
化 などの気温変化を示
した.　pHは 降水の酸
性化の指標 となるが,
1783年のアイスランド
のラキ火山や,1815年
のインドネシアのタン
ボラ火山などの噴火の
強いシグナルを示す と
共に,19世紀末からの
急激な減少,す なわち
急激な酸性化を示 して
いる.図 は,海 洋成分
を除いた硫酸イオン(過剰硫酸イオン)の変化を示す
もので,19世紀末からの降水の酸性化 と時期 を同 じく
して,急 激な増加 を示 している.こ のことは,産 業革
命以降の化石燃料,主 に石炭の消費増大に伴い大気に
放出される硫黄酸化物(SO.)が1911ヒ紀末か ら急激に
増加 したことを反映 していると考えられる.1930年頃
の大恐慌による生産活動の低迷期に対応 した落込みも
読み取れる,ま た,硝 酸イオンは1950年代から急激な
増加 を示すが,こ れは第2次 世界人戦後に急激に普及
した自動車などディーゼルエ ンジンからの窒素酸化物
(NO.)の増加 を反映 していると考えられる.こ のよ
うに.グ リーンラン ドの氷床 コァは,北 半球の文明圏
から放出された物質による大気環境の変化を,明 瞭に
記録 しているのである.
Site・J,　Greenland
年 代
